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唐津市国民宿舎虹の松原ホテル指定管理者募集要項 

 

１ 指定管理者制度導入の目的 

  公の施設の管理主体については、従来、公共団体等に限られてきましたが、平成

１５年９月の地方自治法の一部改正により、指定管理者制度が導入されました。こ

れは、公の施設の管理について民間事業者等が有するノウハウを活用することによ

り、利用者へのサービスの向上を図るとともに、経費の縮減等を図ることを目的と

しています。唐津市では、唐津市国民宿舎虹の松原ホテルにおいて、当施設の設置

目的をより効率的、効果的に達成し、観光客等への利便性、満足度の向上に資する

ため、令和５年１０月１日から令和９年３月３１日まで指定管理者として施設の管

理運営を行っていただける団体等を募集します。 

 

２ 施設の設置目的及び指定管理者募集の趣旨 

  本施設は、国民の保養及び健康増進を図り、あわせて本市観光事業の発展に資す

ることを目的として設置した施設です。 

指定管理者制度を活用することで、民間企業のノウハウによる観光客へのサービ

スの向上、施設管理の効率化を図り、その経営効果が特別名勝「虹の松原」を中心

とした周辺地域の活性化にも繋がっていくことに期待し、指定管理者の募集を行い

ます。 

 

３ 施設の概要 

（１）名 称    唐津市国民宿舎虹の松原ホテル 

（２）所在地    唐津市東唐津４丁目 

（３）施設概要 

① 施設規模  鉄筋コンクリート造３階建 

   ② 施設面積  敷地面積６，４９３㎡（延床面積４，０６８㎡） 

   ③ 施設内容 １階  ロビー、フロント、多目的ホール、事務室、トイレ、 

多目的トイレ、従業員トイレ（２カ所） 
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          ２階  レストラン、厨房、トイレ（レストラン内） 

客室（洋室） ツイン１４室 

和室（１２畳）２室 

和室（８畳） ６室 

          ３階  客室（洋室） ツイン１８室 

客室（洋室） シングル１８室 

              大会議室 １室、中会議室 １室、小会議室 １室 

              トイレ 

          合計  客室５８室 （定員１１０名） 

          その他 駐車場 ７０台 

            

  ④ 設置年月  昭和３８年７月 

          ※平成７年３月 リニューアルオープン 

 

（４）施設の特徴 

玄海国定公園内、日本三大松原に数えられる特別名勝「虹の松原」は、 

約４００年前に、初代唐津藩主寺沢志摩守広高が防風・防潮のため、海岸線の

砂丘にクロマツを植林したことが始まりとされ、今日では、約１００万本もの

松が生い茂り、約２１４ha の広大な松原を形成しています。 

「虹の松原ホテル」はその優れた風景の中に位置し、周辺には散策道などが整

備されていることもあり、国定公園の自然環境を十分に満喫することができる

宿泊施設となっています。また、ホテルの目の前が美しい砂浜となっているこ

とから、夏は海水浴客やマリンスポーツを楽しむ人々で賑わうなど、アクティ

ビティも充実した環境にあります。 

ホテルの全客室数は５８室（定員１１０名）となっており、全室バス、トイ

レ付となっています。また、施設の１階に収容人数１３０名ほどの大ホール、

２階にレストラン及び厨房、３階に利用人数に合わせた大中小の貸会議室を備

えています。 
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 （５）利用状況                                                        （人） 

 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

宿泊者数 20,517 22,559 23,672 14,988 21,775 20,562 

飲食利用者数 31,540 42,255 62,829 37,713 49,038 43,175 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた令和２年度及び令和３年度の

宿泊者数及び飲食利用者数は除外しています。 

（６）指定管理者による収支状況                    （円） 

 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 

収入 264,885,017 256,914,522 252,811,967 158,389,525 179,926,099 180,258,866 

 施設利用料収入 70,702,040 73,605,142 84,290,603 76,653,461 80,532,835 96,586,058 

飲食等収入 193,985,339 182,638,804 167,657,513 81,736,064 98,851,459 83,296,308 

その他収入 197,638 670,576 863,851 0 541,805 376,500 

支出（施設使用料を除く） 259,129,230 252,730,730 247,159,100 185,550,227 191,997,331 148,120,995 

 人件費 89,226,795 97,047,603 108,290,605 90,062,157 91,005,245 65,948,595 

施設管理費 29,729,825 28,254,707 40,530,094 64,623,154 63,713,338 53,002,896 

飲食等に係る経費 140,172,610 127,428,420 98,249,741 30,769,366 37,278,748 29,073,954 

その他支出 0 0 88,660 95,550 0 95,550 

収支 5,755,787 4,183,792 5,652,867 △27,160,702 △12,071,232 32,137,871 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた令和２年度及び令和３年度の

収支は除外しています。 

 

４ 指定期間 

指定期間は、令和５年１０月１日から令和９年３月３１日までの３年６カ月間と

します。 

  なお、地方自治法第２４４条の２第１１項の規定に基づき、管理運営を継続する

ことが適当でないと認められるときは、指定を取り消し、または期間を定めて管理
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業務の全部もしくは一部の停止を命ずる場合があります。 

また、本施設は、市の基本方針が「近い将来において民間譲渡、又は廃止するこ

と」となっており、次回の募集（令和９年４月１日～）は行わない可能性もありま

すので、応募にあたってはご留意いただきますようお願いいたします。 

 

５ 指定管理者が行う業務 

指定管理者が行う業務は、唐津市国民宿舎条例第１０条に定める次の業務としま

す。（詳細は業務仕様書に定めるとおり） 

（１）国民宿舎の利用の許可に関する業務 

（２）国民宿舎の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（３）その他市長が必要と認める業務 

なお、業務を一括して他の事業者に委託することはできませんが、部分的な

業務の委託については、専門の業者に委託できるものとします。その際は「唐

津市内業者育成推進取扱要領」に基づき、市内業者を優先するよう努めてくだ

さい。 

. 

６ 管理に要する経費等の取り扱い 

 （１）施設使用料 

    年額２，５９８千円（令和５年度）※令和５年１０月１日から令和６年３月３１日まで 

    年額５，１９７千円（令和６～８年度） 

    上記の金額は、市に納付していただく施設使用料の年間下限額です。具体的

には指定管理者が応募に際して提案された金額に基づき、市と指定管理者で協

議を行い、協定書で定めることとなります。 

 （２）利用料金  

    本施設の管理にあたり、地方自治法第２４４条の２の規定に基づき、「利用料

金制度」を採用します。「利用料金制度」とは、施設利用者が支払う使用料を指

定管理者自らの収入とすることができる制度です。ただし、利用料金の金額設

定は、唐津市国民宿舎条例に定める範囲内で、必ず市の承認を受けなければな
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りません。 

 （３）利益の配分等 

    当該施設の運営収支において、総収入から総費用を差し引いた額（利益）が

生じた場合については、差し引いた金額は、そのすべてを指定管理者の収入と

することができます。 

なお、当該施設の運営収支において赤字が生じた場合は、唐津市は当該赤字

に対する補填を行うことはありません。 

 

７ 管理の基準 

 （１）休業日   休業日は指定しません。 

 （２）開設時間  開設時間は指定しません。 

 （３）関係法令の遵守 

    指定管理者は、地方自治法、唐津市国民宿舎条例及びその他関係法令等に従

い、管理を行うものとします。（詳細は業務仕様書に定めるとおり） 

 

８ 応募資格等 

（１）応募資格 

① 法人その他の団体（※個人での応募はできませんが、法人格は必要ありま

せん。） 

② 複数の団体により構成される共同事業体 

単独の団体で担えない場合は、複数の団体による共同事業体を結成し、応

募することができます。この場合は、代表となる団体及び各構成団体の役割

や業務分担等を明確にし、構成団体間で共同事業体協定書を締結し、市へ提

出してください。応募後の連絡及び選定後の協議は、代表の団体を中心に行

いますが、指定管理業務の履行に際し、共同事業体の構成員すべてが連帯し

て責任を負うことになります。 

また、応募後の代表団体の変更及び構成団体の変更は、原則として認めま

せん。（ただし、施設の適正な管理運営に支障がなく、公共サービスの水準が
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保たれると市が認めた場合に限り、市の承認のもとに変更することができま

す。） 

（２）欠格要件 

申請を行おうとする団体（共同事業体の構成員を含む。）又はその代表者若し

くは役員等が次のいずれにも該当してはいけません。 

① 法律行為を行う能力を有しない者 

② 破産者で復権を得ない者 

③ 会社更生法、民事再生法に基づく更生又は再生手続を開始している者 

④ 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けるこ

とがなくなるまでの者 

⑤ 国税及び地方税を滞納しているもの 

⑥ 地方自治法施行令第１６７条の４第２項（同項を準用する場合を含む。）

の規定により本市における一般競争入札等の参加を制限されているもの 

⑦ 当該団体の責めに帰すべき事由により、地方自治法第２４４条の２第１１

項の規定に基づき本市から指定を取り消され、その取消しの日から２年を経

過しないもの 

⑧ 本市の指名停止を受けているもの 

⑨ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に

規定する暴力団をいう。以下同じ。） 

⑩ 暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号

に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

⑪ 暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

⑫ 自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与

える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者 

⑬ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、

直接的若しくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

⑭ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

⑮ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを利用している者 
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⑯ ⑨から⑮に掲げる者が、その経営に実質的に関与しているもの 

⑰ 議員が役員等に就いている団体 

⑱ 市長、副市長、教育長及び教育委員会の委員が役員等に就いている団体（市

が資本金その他これに準ずるものの２分の１以上を出資している法人を除

く。） 

※この場合における「役員等」とは、取締役、執行役、会計参与、監査役、理

事、監事等のほか、相談役や顧問等を含む（当該団体に対して有する権限の如

何は問わない）ものとします。 

 

９ 指定管理者の募集と指定期間開始までの流れ 

（１）令和５年３月１４日     募集要項の配布開始 

（２）    ３月２３日     募集説明会及び施設見学会 

（３）    ４月５日まで    参加意向表明書等の提出 

（４）    ４月１７日まで   募集要項等に関する質問の受付 

（５）    ４月２１日まで   募集要項等に関する質問への回答 

（６）    ４月２６日まで   指定管理者指定申請書等の提出 

（７）    ５月８日（予定）  選定委員会による候補者の選定（プレゼンテ 

ーション） 

（８）    ５月中旬      指定管理者候補者の決定、通知、公表 

（９）    ６月下旬      指定管理者の指定 

 （10）    ８月頃       指定管理者との協定締結 

 （11）    １０月１日     指定期間の開始 

 

10 募集要項等の配布方法 

 （１）配布期間  令和５年３月１４日から令和５年４月５日まで 

 （２）配布場所  市のホームページからダウンロードをお願いします。 

 

11 募集説明会及び施設見学会への申し込み 
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  募集要項に関する説明と、対象施設の状況等に関する説明会を実施します。参加

にあたっては、指定管理者募集説明会参加申込書（別紙様式）に必要事項を記入の

うえ、電子メールにて申し込んでください。 

（１）開催の日時   令和５年３月２３日（木曜日）午後２時 開始 

（２）開催の場所   唐津市国民宿舎虹の松原ホテル 

（３）参加申込締切  令和５年３月２２日（水曜日）午後５時まで 

（４）参加申込先   唐津市地域交流部 観光文化施設課（大手口センタービル 

５階） 

            E-mail kankou-shisetsu@city.karatsu.lg.jp 

 （５）資料 

    当日は、市のホームページに掲載の募集要項等の資料は配布しませんので、

市のホームページから必要資料を印刷のうえ、ご持参ください。なお、当日の

配布資料は、市のホームページにおいても掲載します。募集説明会での質問及

び回答については、公表を行いません。 

 （６）留意事項 

    当日は点呼を行いません。時間になりましたら、説明会を開始させていただ

きます。 

 

12 募集要項等に関する質問の提出及び回答 

  募集要項等に関する質問を次のとおり受け付けます。 

（１）提出期限  令和５年４月１７日（月曜日） 午後５時まで 

 （２）提出方法   

    質問は質問書（別紙様式）により行うこととし、電子メールにより提出して

ください。電話による質問は受け付けません。 

   ※電子メールの未到着を防ぐため、提出後、担当部局までご連絡をお願いしま

す。 

 （３）募集要項等に関する質問の回答 

質問に対する回答は、市のホームページに掲載します。ただし、質問の内容
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により質問者が特定されるおそれがある場合は、質問の内容を調整させていた

だく場合があります。 

 

13 参加意向表明書等の提出 

  応募の意向が決定した場合は、次により参加意向表明書等を提出してください。

提出期限までに参加意向表明書等の提出がない場合は、指定管理者指定申請書等を

受け付けることはできません。 

 （１）提出期限 令和５年４月５日（水曜日） 午後５時まで 

 （２）提出書類  

① 参加意向表明書 １部 

   ② 共同事業体協定書（任意様式）※共同事業体の場合 １部 

      応募後の連絡及び選定後の協議は、代表の法人等を中心にして行いますが、

指定管理業務の履行に際し、共同事業体の構成員すべてが連帯して責任を負

うことになります。 

   ③ 団体の概要を記載した書類（パンフレット等の添付で可） １部 

   ④ 定款、寄付行為又はこれらに類する書類 １部 

   ⑤ 法人にあっては法人の登記事項証明書、その他の団体にあっては同証明書 

の記載事項に準じた事項を明らかにした書類 １部 

   ⑥ 役員名簿（顧問、相談役等を含む。） １部 

   ⑦ 直近３か年の損益計算書又はこれに類する書類 １部 

   ⑧ 直近３か年の貸借対照表又はこれに類する書類 １部 

   ⑨ 参加意向表明書を提出する日の属する事業年度の事業計画書及び収支予算 

     書 １部 

   ⑩ 過去２か年の事業報告書（法人以外にあってはこれに相当する書類） 

１部 

   ⑪ 人員表 １部  

     常勤役員数、従業員数、非常勤従業員数（パートタイマー、アルバイト） 

   ⑫ 納税を証明する書類（国税） １部 
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    ア 法人の場合 

      納税証明書「その３」又は納税証明書「その３の３」 

    イ 法人格を持たない団体の場合 

      納税証明書「その３」又は納税証明書「その３の２」 

   ⑬ 納税を証明する書類（都道府県税） １部 

    ア 佐賀県内に主たる事務所のある法人の場合 

      佐賀県に納めるべき税に未納の額がないことを証する書類 

    イ 佐賀県外に主たる事務所のある法人の場合 

      主たる事務所所在地の都道府県に納めるべき税に未納の額がないことを

証する書類 

    ウ 法人格を持たない団体（代表者の所在地が佐賀県内の場合）の場合 

      団体の代表者について、佐賀県に納めるべき税に未納の額がないことを

証する書類 

    エ 法人格を持たない団体（代表者の住所が佐賀県外の場合）の場合 

      団体の代表者について、所在地の都道府県に納めるべき税に未納の額が

ないことを証する書類 

   ⑭ 納税を証明する書類（市町村税） １部 

    ア 法人 

      主たる事務所の所在地の市町村に納めるべき税に未納の額がないことを

証する書類 

    イ 法人格を持たない団体 

      団体の代表者について、住所地の市町村に納めるべき税に未納の額がな

いことを証する書類 

※共同事業体の場合は、構成員全てについて③～⑭の書類を提出してください。 

※団体を設立して間もなく、納税を証明する書類の発行を受けることができない団体 

については、法人格を持たない団体と同様の書類の提出をお願いします。  

※納税を証明する書類については、申請日から３カ月以内に発行されたものを添付 

してください（写し可）。 
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（３）提出方法 

   持参、郵送のいずれかの方法により提出してください。 

   郵送の場合は、４月５日（水曜日）午後５時必着とします。  

 （４）提出先 

    〒８４７－８５１１ 

    佐賀県唐津市西城内１番１号（大手口センタービル５階） 

    唐津市役所 地域交流部 観光文化施設課（問い合わせ担当部局に同じ） 

 

14 指定管理者指定申請書等の提出  

  応募に際しては、指定管理者指定申請書等の提出が必要です。別添の業務仕様書

及びリスク分担表に記載された内容を踏まえて、次により提出してください。 

 （１）提出期限 令和５年４月２６日（水曜日） 午後５時まで 

    なお、提出書類に一部でも不備がある場合には、全ての提出書類の受理を行

いませんので、提出書類に修正や不足が生じる場合を想定し、時間に余裕をも

って提出をお願いします。修正が必要となった場合においても、提出期限は 

４月２６日（水曜日）午後５時までとします。 

（２）提出書類   

  ① 指定管理者指定申請書（第１号様式） １部 

  ② 事業計画書（３年６か月間） １３部 

   ア 事業計画書は、PowerPoint（パワーポイント）にて作成をお願いします。 

    なお、採点については、「16 選定方法」に記載の審査項目に沿って行う 

    ため、所定の書式をもとに作成をお願いします。自主事業を含む場合は、 

事業計画書の PowerPoint（パワーポイント）に内容を追記してください。 

    イ スライドの向きは横向き、Ａ４一枚につき１スライドとし、片面カラー

印刷のうえ、左上をゼムクリップでとめて提出してください。（ホッチキス

どめや製本の必要はありません。） 

    ウ 担当部局が応募書類の受理を行いましたら、直ちに事業計画書の

PowerPoint（パワーポイント）データを担当部局へメールにて提出してく
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ださい。提出していただいたデータをプレゼンテーションの際に利用しま

す。 

   ③ 年度別収支計画書（３年６か月間） １３部 

     ※自主事業の実施については、自主事業収支計画書を別途提出すること。 

   ④ 事業提案概要書 １部 

      事業計画書（自主事業を含む。）を基に、事業提案概要書を作成してくださ

い。作成にあたっては、事業計画書のポイントとなる部分を中心にＡ４用紙

１枚にまとめてください（フォントのサイズは１１ポイント以上でお願いし

ます。）。指定管理者の候補者に選定された応募者の事業提案概要書について

は、ホームページにて公表を行うとともに、市議会に配布を行う予定として

いますので、経営のノウハウ等の記載にはご留意ください。 

     なお、事業提案概要書については、候補者選考においては利用しません。 

   

（３）提出方法 

   持参、郵送のいずれかの方法により提出してください。 

   郵送の場合は、４月２６日（水曜日）午後５時必着とします。  

 （４）提出先 

    〒８４７－８５１１ 

    佐賀県唐津市西城内１番１号（大手口センタービル５階） 

    唐津市役所 地域交流部 観光文化施設課（問い合わせ担当部局に同じ） 

 

15 応募に関する留意事項 

 （１）本市関係職員に対して、本件応募についての接触を禁じます。接触があると

認められた場合は、失格となることがあり、さらに指定管理者として指定され

た後に判明した場合においては、指定取消しとなるおそれがあります。 

（２）１団体（共同事業体）につき、応募は１件とし、異なる内容の応募書類を複

数提出することはできません。 

（３）応募書類の提出後においては、書類の再提出及び差し替えは原則認めません。 
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 （４）提出された応募書類は、指定管理者の選定以外に原則として使用しません。 

（５）提出された応募書類は、選定を行ううえで、必要に応じ複製を作成すること

があります。 

（６）必要に応じ、追加資料の提出を求めることがあります。 

（７）応募書類の提出に係る費用は、全て応募者の負担とします。 

（８）虚偽の記載をした場合 

    応募書類に虚偽の記載があった場合は、失格となることがあり、さらに指定

管理者として指定を受けた後においては、指定取り消しとなる場合があります

ので、申請書等の記載あたっては十分注意ください。 

 （９）応募書類の取り扱い 

    応募書類は、理由の如何を問わず返却いたしません。 

    応募者の提出する書類の著作権は、それぞれ作成した団体に帰属します。 

    なお、応募に係る事業計画書等の応募書類はすべて市の公文書となり、公開

の対象となり得ることをあらかじめご了承ください。ただし、応募書類のうち、

唐津市情報公開条例第５条第１項各号に定める不開示情報に該当する場合、（特

定の個人を識別することができるもの、団体等の権利や競争上の地位その他正

当な利害を害するおそれがあるもの等）は、非公開とします。 

 

（10）応募の辞退 

   応募書類を提出した後に辞退する場合は、辞退届を提出してください。 

 

16 選定方法 

  指定管理者の候補者の選定は、唐津市公の施設に係る指定管理者選定委員会（以

下、「選定委員会」という。）によって行います。応募者には、提出いただいた事業

計画書をもとにプレゼンテーション（プレゼンテーション１５分、質疑２０分（予

定））を行っていただきます。審査項目及び選定委員会一人あたりの配点は次のとお

りです。 

  ※プレゼンテーション及び質疑の時間については、後日改めて通知を行います。 
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【審査項目】 

  選定基準 審査項目 審査の視点 配点 

施設の平等利

用が確保され

ること 

設置目的 公の施設であること及びその設置目的を十分

に理解した事業計画になっているか。 
適・非 

平等利用 すべての利用者に対して公平性、平等性が確

保される事業計画であるか。 
８ 

特定の個人、団体を優遇し、又は不当に利用

を制限するおそれはないか。 

施設の効用が

最大限に発揮

されること 

サ ー ビ ス

向上 

利用者へサービス向上を図るための具体的な

取組が計画されているか。 

１６ 
利用者へのサービス向上を目的とした他施設

との連携事業等の取組が計画されているか。 

利用者の意見、提案等を聴取し、改善策を講

じるための仕組みを備えているか。 

自主事業 施設の設置目的から逸脱せず、利用者へのサ

ービス向上や地域振興等につながる自主事業

が計画されているか。 

１２ 

地域貢献 市内業者の活用や地元雇用の確保など、地域

振興に資する事業計画となっているか。 

８ 

地域住民、団体等と連携した事業の実施や地

域活動への参加など、地域貢献の取組が提案

されているか。 

高齢者や障がい者等の雇用、ワークライフバ

ランス、男女共同参画の推進、その他市の施

策に貢献する取組が計画されているか。 

利用促進 施設の利用促進・拡大のための効果的な情報

発信、広報の取組が提案されているか。 
８ 
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管理に係る経

費の縮減が図

られること 

提案額 募集金額を基準とし、想定される提案額に応

じて配点を決める。 
８ 

経費縮減 経費縮減のための具体的取組が計画されてい

るか。 
１６ 

経費縮減のための取組とサービス水準確保の

バランスが取れているか。 

管理を行う物

的、人的能力を

有しているこ

と 

物的能力 類似施設を良好に管理又は運営した実績を有

するなど、施設の管理運営にあたり十分な能

力を備えているか。 

１６ 

安定した管理運営を行うための経営基盤が整

っているか。 

施設の管理運営における法令等遵守の意識を

備え、適切な対応が見込まるか。 

個人情報の保護及び情報公開への対応に関

し、必要な措置が講じられているか。 

人的能力 施設の管理運営に過不足のない人員配置及び

勤務体制となっているか。 

８ 

十分な経験やノウハウを有する職員が配置さ

れる計画となっているか。 

従業員への指導、研修等の有能な人材確保の

ための取組が計画されているか。 

安全確保と危機管理のための体制が十分に整

っているか。 

（１）候補者の選定方法 

    候補者の選定にあたっては、次の方法により候補者を選定するものとします。 

   ① 審査項目ごとに最高点をつけた委員の点数（最高点をつけた委員が複数の

場合はいずれか１人の点数）及び最低点をつけた委員の点数（最低点をつけ

た委員が複数の場合はいずれか 1 人の点数を除く各委員の点数）を合計して
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審査項目ごとの得点を算出し、審査項目ごとの得点を合算して算出する全体

の合計得点が最も高い団体を候補者として選定します。 

   ② ①の合計得点は、満点の５割以上の得点である必要があります。 

     ※満点とは、審査にあたった委員数から２人を除いた数に１００点を乗じ

た点数のことをいいます。 

     【例】審査にあたった委員が７人の場合の満点 

        （７人－２人）×１００点＝５００点 

   ③ 合計得点１位の団体が複数ある場合、最高得点を獲得した委員数の多い団 

体を候補者として選定します。 

   ④ 最高得点を獲得した委員数が同数の場合、指定管理者選定員会による協議

で委員の過半数を超える賛成を得た団体を候補者とします。 

   ⑤ ①の基準により算出した審査項目ごとの得点において、「サービス向上」、

「経費縮減」、「物的能力」の３つの審査項目については、審査項目ごとの満

点の５割以上得点である必要があります。 

   ⑥ ①の基準により算出した審査項目ごとの得点を選定基準ごとに合計した結

果、４つの選定基準については、選定基準ごとの満点の５割以上の得点であ

る必要があります。 

   ⑦ 設置目的の審査項目については、選定を行う委員の半数以上の判定が「適」

である必要があります。 

   ⑧ ⑤～⑦の基準をいずれか１つでも満たさない場合は、全体の合計得点が最

も高い場合であっても候補者として選定しないものとします。  

    【注意】 

     ⑤～⑧の要件をすべて満たし、かつ最高得点を獲得した者が自動的に指定

管理者の候補者として議会に上程されるものではなく、獲得点数のほか、事

業計画等の内容及びヒアリングの結果等をもとに、選定委員会にて候補者と

してふさわしいかどうかを総合的に判断し、市において最終的な候補者を選

定します。 

     また、議会においても、選定された候補者を指定管理者として指定を行う
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かどうか審議を行います。 

 

17 選定結果等の通知及び公表 

選定結果は、応募書類を提出した応募者に対して速やかに通知します。また、審

査の経過、結果及び事業提案概要書は、指定管理者の候補者を選定した後に、ホー

ムページにて公表します。 

透明性の観点から、採点結果とは別に応募があったすべての団体名を公表します。

応募が２団体の場合は、各応募団体の採点結果が明らかになります。 

 

18 指定管理者の指定の手続き 

  「指定管理者の候補者」は、議会の議決を受けて、正式に「指定管理者」となり

ます。議決後は、事業計画や業務の範囲、その他指定期間を通じて適用する事項等

を定める基本協定を、唐津市と締結することになります。 

 

19 指定管理者の更新及びペナルティー制 

  市では、指定管理者による施設の管理運営が、事業計画に沿って適切に実施され

ているか、継続的かつ安定的な公共サービスの提供が可能であるかを定期的に確認

し、施設運営の改善に活用するため、毎年度モニタリング評価を実施しています。 

  このモニタリング評価において、一定の要件を満たした場合は、当初の公募に対

して１回に限り、指定期間を更新できるものとします。 

  一方、モニタリング評価の結果、指定管理者の管理運営状況が不適切と認められ

る場合は、指定期間満了に伴う次期更新時における公募に際し、応募を制限するも

のとします。 

  更新及びペナルティー制の詳細は、「指定管理者制度運用ガイドライン」をご参照

ください。 
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20 担当部局 

唐津市役所 地域交流部 観光文化施設課 

〒８４７‐８５１１ 唐津市西城内１番１号 

  電話 ０９５５－５３－７１２９   FAX ０９５５－７２－９１８２ 

E‐mail kankou-shisetsu@city.karatsu.lg.jp 
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唐津市国民宿舎虹の松原ホテル指定管理者業務仕様書 

 

１ 趣旨 

この業務仕様書は、唐津市国民宿舎条例及び同施行規則に定めるもののほか、指

定管理者が行う業務の詳細について定めるものである。 

 

２ 指定管理者の管理運営に関する基本的な考え方 

（１）施設の正当かつ公平な利用を確保すること。 

 （２）施設の効率的・弾力的運営を行うこと。 

 （３）適切な広報を行うなど、施設の利用促進を積極的に図ること。 

 （４）利用者にとって快適な施設となるよう努めること。 

 （５）施設利用者の安全確保を図ること。 

 （６）魅力ある自主事業を実施するなど市民サービスの向上に努めること。 

（７）個人情報の保護を徹底すること。 

 （８）地域住民、団体との連携・協力を図ること。 

 

３ 法令等の遵守 

  施設の管理にあたっては、この業務仕様書のほか、次に掲げる法令等に基づいて

行うものとする。 

（１）地方自治法 

（２）労働基準法、労働安全衛生法その他労働関係法令 

（３）唐津市国民宿舎条例 

（４）唐津市個人情報保護条例 

（５）旅館業法 

  上記のほか、施設の管理運営にあたり関連する法令等がある場合は、それらを遵

守すること。なお、指定管理期間中、関係法令等に改正があった場合は、改正され

た内容を遵守すること。 
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４ 業務内容 

（１）施設利用の許可に関すること 

① 唐津市国民宿舎条例に基づき、利用の許可を行うこと。 

   ② 臨時に休館又は開設時間を変更する場合は、事前に市と協議を行うととも

に、利用者の混乱を招くことのないよう配慮すること。 

（２）施設及び設備の維持管理に関すること 

   ① 設備等の保守・点検業務 

    ・空調設備保守点検業務 

    ・給湯ボイラー保守点検業務 

    ・設備定期点検等管理業務 

    ・給水管、排水管保守管理業務 

    ・吸収式冷温水器保守点検業務 

    ・昇降機保守点検業務 

    ・自家用電気工作物保安管理業務 

    ・消防設備法定点検業務 

・自動扉保守管理業務 

・その他法令で定める点検等 

   ② 施設、備品等の維持管理及び補修 

・施設及び設備を維持するために必要な修繕及び改修については、原則とし

て唐津市が作成する修繕計画書に基づき、唐津市の負担と責任で行うもの

とする。ただし、施設の損傷や設備の故障等に関する修繕のうち軽微なも

のについては、唐津市の承認を得て指定管理者の負担と責任で行うことが

できる。 

・指定管理者は施設の運営に支障をきたさないよう保守・管理を行うこと。 

・指定管理者は施設の備品については適切に使用し保守・管理を行うこと。 

   ③ 清掃業務（特定建築物の維持管理） 

    ・特定建築物管理業務 

    ・空気環境測定業務 
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    ・貯水槽管理・水質検査 

・日常清掃業務 

・定期清掃業務（窓ガラス） 

・害虫防除業務 

   ④ 警備業務 

・監視、巡視（随時対応） 

   ⑤ その他、施設の運営に必要な業務 

・消耗機材等の購入、光熱水費、通信費等の支払い事務 

・事務機器の賃貸借等 

（３）自主事業の実施に関すること  

    指定管理者は施設の設置目的に反しない範囲で、指定管理者の企画・立案に

よる自主事業を実施することができる。自主事業を実施する場合は、次の点に

留意すること。 

  ① 施設全体の活性化を目的に行うこと。 

  ② 自主事業計画書（収支を明確にしたもの）を提出し、市の承認を得ること。 

  ③ 利用者のニーズが事業の計画及び実施に反映されていること。 

  ④ 参加料金等の設置が著しく高額とならないこと。 

  ⑤ 指定管理者の責任及び負担において実施することとし、指定管理業務にお

ける利用料金で自主事業の経費負担を行わないこと。 

   ⑥ 収支管理を指定管理業務とは別に行うこと。 

   ⑦ 売店の運営及び自動販売機の設置については、施設の設置目的外の自主事

業として取り扱うため、市から施設の目的外使用許可を受けて実施すること。 

（４）利用料金に関すること  

利用料金の額の設定（市の承認が必要）及び徴収に関する業務を行う。 

（５）施設賠償責任保険の加入に関すること 

   ① 身体上の損害については、被害者１名に付き１億円以上かつ１事故につき

１０億円以上 

② 財物上の損害については、１事故につき２千万円以上 
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（６）利用者の安全の確保に関すること 

    火災、地震及び突発的な事故等により災害が発生した場合は、速やかに適切

な処置をとり、警察、消防署、市に連絡すること。 

（７）災害等の予防に関すること 

    緊急対策、防犯・防災対策等の安全を確保するための各種マニュアルを作成

するなど利用者の安全対策、監視体制等を整備すること。 

（８）個人情報の保護に関すること 

    個人情報保護の重要性を従業員に周知・徹底し、万一これが漏洩した場合の

対策を講じること。 

（９）業務報告に関すること 

   ① 毎月終了後、１５日以内に業務報告関係書類を提出すること。 

   ② 毎年度終了後、４月３０日までに事業報告書を提出すること。 

   ③ その他、市が必要とする報告書等を提出すること。 

 （10）モニタリング評価等に関すること 

    市では、指定管理者による施設の管理運営が、事業計画に沿って適切に実施

されているか、継続的かつ安定的な公共サービスの提供が可能であるかを定期

的に確認し、施設運営の改善に活用するため、毎年度モニタリング評価を実施

している。併せて、指定管理施設において公共サービスの実施に従事する者の

労働条件等の確認を行っている。 

    これら評価等の実施にあたっては、事業年度開始前に市と指定管理者の双方

で評価の判断基準を確認し合ったうえで、事業年度終了後に評価シート等を作

成し、市へ提出すること。 

（11）災害時の非常対応に関すること 

    地震、台風、その他の災害が発生し、施設を地域住民の避難場所・救援物資

の保管場所等にする必要があると市が判断したときは、指定管理者はこれに協

力すること。 

  (12) その他管理運営に関し必要な許可・届出業務 

    施設の管理運営に関し、必要な届出は、指定管理者が行うこと。 
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５ 立ち入り検査 

  市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等並びに管理運営の実施について検 

査を行う。指定管理者は、合理的な理由なく、これを拒否することはできないもの

とする。 

 

６ 備品、消耗品等の所有権 

  指定管理者に貸し付ける物品等については、市の所有とし、その使用及び保管は

十分注意すること。指定管理者が自ら購入、搬入し、保管する備品等については、

指定管理者の所有とする。ただし、その都度唐津市に報告すること。 

 

７ 管理運営業務に従事する人数及び必要な知識の基準 

（１）従業員 

指定管理者は、労働基準法をはじめとする関係法令を遵守するとともに、管

理運営に従事する者の服務内容を明確にし、従業員相互の連携を図り、施設の

運営が円滑に行われるよう努めなければならない。 

（２）研修 

    指定管理者は、従業員の接遇、衛生、必要とする知識等について積極的に研

修を受講させ資質の向上に努めなければならない。 

（３）従業員の風紀 

    指定管理者は、従業員の風紀衛生に注意しなければならない。 

 

８ 管理業務に関する費用及び危険に対する負担 

  施設の管理運営において想定される危険（リスク）と、その負担は別表のとおり

とする。 

  なお、このうち主なものは次のとおり。 

（１）指定管理者が費用及び危険を負担する範囲 

   ① 管理業務に関し、協定に基づく管理費以上の費用が発生しても、市は費用
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の補填は行わない。 

   ② 施設及び設備が使用に耐えない場合または損傷した場合で、その原因が指

定管理者により発生し、重大かつ明白な過失があると認められる場合は、そ

の損害の全部または一部について指定管理者が賠償する。 

   ③ 設備、機器の不備または管理上の瑕疵による事故及び臨時休館に伴う利用

者に対する損害については指定管理者が負担する。 

   ④ 指定管理者の責めに帰すべき理由により、第三者に損害を与えたときは、

指定管理者が賠償する。 

   ⑤ 管理業務に関する危険負担軽減のため、指定管理者の負担で必要な保険に

加入すること。 

   ⑥ 事故等が発生したときは、迅速かつ適切な対応を行い、速やかにその状況

及び対応内容等を市に報告すること。 

（２）市が費用及び危険を負担する範囲 

   ① 業務内容の変更 

     市の要請により業務内容を変更する場合、それに要する経費は、原則とし

て市の負担とする。  

   

９ 経理に関する事項 

（１）専用口座による管理 

    収入及び支出は、団体自体の口座とは別の専用口座で管理するものとする。 

（２）書類の整理 

契約関係、備品管理等についても、指定管理者が行っている他の事業との区

別を明確にするものとする。 

 

10 文書管理に関する事項 

  指定管理者が施設の管理業務の実施に伴い作成し、又は取得した文書（管理文書）

について、その分類、保存及び廃棄の基準その他管理文書の取り扱い等に関する必

要な事項を定めるため、別途文書管理基準等を作成し、市に報告するものとする。 
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11 引継ぎについて 

（１）業務に関する「基本協定」締結後、速やかに業務引継ぎを行うこと。 

（２）引継ぎに係る業務のために要した費用について、市は一切負担しない。 

（３）指定期間終了後若しくは指定取り消しにより、次期指定管理者に業務を引き

継ぐ際は、円滑な引継ぎに協力するとともに、必要な資料を提供すること。 

 

12 監査の実施 

  本市の監査委員等が、市の事務を監査するのに必要があると認める場合は、指定

管理者に対して出席を求め、実地に調査し、または帳簿書類その他の記録の提出を

求めるものとする。 

 

13 業務を実施するにあたっての注意事項 

（１）公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定

の団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。 

（２）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定等を作成する場合は、市と協議

を行うこと。 

（３）既予約者については、予約条件を変更することなく対応すること。 

 （４）施設の管理運営にあたっては、特別な理由がある場合を除き、できる限り市

内に居住する者の雇用に努めるとともに、再委託業務の発注や物品の調達等に

ついても、市内に本社または事業所等を有する者の中から選定するよう努める

こと。 

 

14 協議 

  指定管理者は、この業務仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容

及び処理について疑義が生じた場合は、市と協議し決定すること。 

  その他の疑義が生じた場合の取り決めは、基本協定書において定める。 

 



1
募集要項等本事業に係る公表した資料
の誤り・変更等に関するもの

2 応募費用に関するもの

3
本事業に係る根拠法令の変更、新たな
規正法の成立

4
当該事業のみならず、広く一般的に適
用される法令の変更や新規立法の成立

5
指定管理者の利益に関わる税制度の新
設・変更

6 上記以外の税制度の新設・変更

7
事業の実施にあたっての自治体が取得
すべき許認可取得の遅延・失効等

8
事業の実施にあたって指定管理者が取
得すべき許認可の遅延・失効等

政策リス
ク 9

市の政策変更による事業の変更・中
断・中止等事業への影響

10
本事業に対する（自治体の要求に起因
する）反対運動

11 指定管理者が行う業務に対する苦情等

12
市の要求に起因する環境問題（騒音、
振動、有害物質の排出等）

13
指定管理者が行う業務に起因する環境
問題（騒音、振動、有害物質の排出
等）

14
市の責めに帰すべき事由による事故に
より第三者に与えた損害

15
指定管理者が行う業務に起因する事故
により第三者に与えた損害

16
個人情報の漏洩により第三者へ与えた
損害

17
上記以外の理由により、第三者に与え
た損害

リスク条件に
応じて、市と
指定管理者の
いずれか、ま
たは双方がリ
スクを負担す
る。

18 施設賠償責任保険への加入

唐津市国民宿舎虹の松原ホテル指定管理者リスク分担表

リスクの種類 № リスクの内容
負担者

備考
指定管理者 唐津市

許認可リ
スク ○

○

○

税制変更
リスク ○

○

法令変更
リスク ○

○

住民対応
リスク ○

○

環境リス
ク ○

〇

第三者賠
償リスク 〇

○

○

○ ○

○

共通リス
ク

募集手続
リスク ○

○

別 表 （業務仕様書「８管理業務に関する費用及び危険に対する負担」関係）



リスクの種類 № リスクの内容
負担者

備考
指定管理者 唐津市

19
市の指示、議会の不承認等による本事
業の中止・延期

予算案の不成
立や政策変更
等によるもの
を指す。

20
上記以外の事由による本事業の中止・
延期（不可抗力リスクを除く）

21 指定管理者の事業放棄・破綻

委託業者
管理責任 22

指定管理者が締結する契約の相手方当
事者の管理・内容変更等

23

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高波、
地震、落盤、火災、騒乱、暴動等自治
体又は指定管理者のいずれかの責めに
も帰すことができない自然的又は人為
的な現象）による事業の変更、中止

24

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高波、
地震、落盤、火災、騒乱、暴動等自治
体又は指定管理者のいずれかの責めに
も帰すことができない自然的又は人為
的な現象）により、第三者に与えた損
害

指定管理者が
一 部 負 担 す
る。

25

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高波、
地震、落盤、火災、騒乱、暴動等自治
体又は指定管理者のいずれかの責めに
も帰すことができない自然的又は人為
的な現象）による市整備の建物・設備
の損害

26

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高波、
地震、落盤、火災、騒乱、暴動等自治
体又は指定管理者のいずれかの責めに
も帰すことができない自然的又は人為
的な現象）による指定管理者整備の施
設・設備の損害

災害時の
対応

27

地震、台風、その他の災害により、当
該施設を避難場所・救援物資の保管場
所等に決定した場合における対応（協
力）

双方連携し、
対応する。

28
市の指示による事業内容・用途の変更
によるもの。

29
上記以外の要因による事業内容・用途
の変更によるもの。

30
市の責めに帰すべき事由による事故・
火災等で施設・設備が損傷

31
指定管理者の責めに帰すべき事由によ
る事故・火災等で施設・設備が損傷

32
第三者の事由による事故・火災等で市
が所有する施設・設備が損傷

33
第三者の事由による事故・火災等で指
定管理者が所有する施設・設備が損傷

事業の中
止・延期
リスク ○

○

○

○

不可抗力
リスク

○

○ ○

○

○

○ ○

維持管理
リスク

業務内容
変更リス
ク

○

○

施設損傷
リスク

○

○

○

○



リスクの種類 № リスクの内容
負担者

備考
指定管理者 唐津市

34
市の指示による事業内容・用途の変更
等に起因する維持管理費増大

35
上記以外の要因による維持管理費の増
大

性能リス
ク 36

指定管理者の実施する業務内容が自治
体の要求水準に達しないことによるも
の

37
市の指示による業務内容・用途の変更
によるもの

38
上記以外の要因による事業内容・用途
の変更によるもの

性能リス
ク 39

指定管理者の実施する業務内容が自治
体の要求水準に達しないことによるも
の

40
市の指示による事業内容・用途の変更
等に起因する業務量及び運営費の増大

41
市の指定する団体の参画等に起因する
業務量及び運営費の増大

42 インフレ等による物価変動によるもの

43 金利変動によるもの

44
上記以外の要因による業務量及び運営
費の増大

45 資金調達の遅延・困難等によるもの

46
利用者数などの需要変動による収入の
変動

47
新型コロナウイルスその他新たに発生
した感染症等に起因する利用者数の減
少による収入の減少

48 実施条件を超える需要変動

リスク条件に
応じて、市と
指定管理者の
いずれか、ま
たは双方がリ
スクを負担す
る。

施設の性
能 49

事業期間終了後時における施設の要求
性能水準の保持

終了手続
50

事業終了時の手続に関する諸費用の発
生

その他
51 上記以外のリスク

双方の協議に
より決定する

維持管理
コストリ
スク

○

○

○

○

○

運用リス
ク

業務内容
変更リス
ク

○

○

○

終了時の
手続関連 ○

○

○ ○

○

需要変動
リスク ○

○ ○

○

運営コス
トリスク ○

○

○


